
長い文章を読んでえらぼう
小4／少し長い文章を読んで、文章に書いてあることを2つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　太陽と影の動きを よんで、文章に書いてあることを2つえらびましょう。

晴れた日、太陽は東からのぼり、南の空を通って西にしずみます。太陽の光が物にさえぎられると、その反対が
わに影ができます。だから、朝は影が西に長くのび、太陽が高くなる昼には影は短くなり、夕方にはまた東に長
くのびます。日時計は、この影の動きを利用して時こくを知る道具です。

1 太陽は、東からのぼり南の空を通って西にしずむ。

2 同じ時こくの影の長さは、夏よりも冬のほうが長い。

3 影の動きを使えば、時こくを知ることができる。

4 日時計の影は、時計の針と同じ向きに回っていく。

5 太陽は、夏のほうが冬より高い空を通る。

2　ごみのゆくえを よんで、文章に書いてあることを2つえらびましょう。

わたしたちが出すごみには、もえるごみ・もえないごみ・資源ごみなどがあります。資源ごみとして分けて出さ
れたかんやびん、ペットボトルは、工場でとかされたりくだかれたりして、新しい製品に生まれ変わります。こ
れをリサイクルといいます。ごみを正しく分けることは、限りある資源を大切に使うことにつながります。

1 分けて出した紙は、新しい紙に生まれ変わる。

2 分けて出したかんやびんは、新しい製品に生まれ変わる。

3 ごみを出す日は、ごみの種類ごとに決まっている。

4 もえないごみは、うめ立て地に運ばれてうめられることが多い。

5 ごみを正しく分けると、限りある資源を大切に使える。


